
 

 

 

わたしたちが生活するまちには、いろいろな広告物が掲出されています。これらの広告物は、わたしたちの身

近な情報源として大きな役割を果たすとともに、まちに賑わいや活力をもたらしてくれます。 

しかし、広告物が無秩序に掲出されると、まちの美観を損ったり、思わぬ事故が発生する場合もあります。こ

のため、岐阜県では広告物が適正に出されるよう屋外広告物条例を定めています。 

 また、可児市では平成２１年４月１日より景観条例・景観計画を施行しました。計画ではより良い景観の保全・

創造を目標に掲げております。屋外広告物もまちの重要な景観要素であり、適正な掲出が必要となります。 

 

 

 屋外広告物とは、「常時または一定の期間継続して屋

外で公衆に表示されるもの」で、個人や法人の名称、商

品名などの文字表示から、標識やシンボルマークなどの

記号表示や、その内容が営利を目的としないものまで含

まれています。 

 屋外広告物を表示する際は、岐阜県屋外広告物条例

による基準を遵守する必要があります。 

 

 

 

 

条例では、次のものが禁止広告物とされています。これらは地域に関係なく掲出してはいけません。 

・著しく汚染、変色し、又は塗料等のはく離したもの 

・著しく破損し、又は老朽したもの 

・倒壊又は落下のおそれがあるもの 

・信号機、道路標識等に類似するもの又はこれらの効用を妨げるようなもの 

・道路交通の安全を阻害するおそれのあるもの 

 

 

１． 条例では、次のものが禁止物件とされています。これらは地域に関係なく広告物を掲出できません。 

・橋、トンネル、高架構造、安全地帯及び分離帯 

・街路樹及び路傍樹並びに道路上にあるアーケード、日おい及び雁木 

・信号機およびその付属施設、道路標識、道路上のサク、駒止め並びに里程標 

・消火栓、火災報知機及び火の見やぐら 

・郵便ポスト、電話ボックス及び路上変電塔並びに公衆便所 

・送電塔、送受信塔及び照明塔 

・煙突及びガスタンク、水道タンクその他これらに類するもの 

・銅像、神仏像、記念碑その他これらに類するもの 

・景観重要建造物及び景観重要樹木 

２． 電柱、街灯柱その他これらに類するものに、はり紙、はり札等、広告旗もしくは立看板等を掲出できません。 

３． 道路の路面には広告物を表示できません。 

屋外広告物とは？ 

禁止広告物   （掲出してはいけない広告物）  

禁止物件   （広告物の掲出ができない物件） 

良好な景観形成のために  屋外広告物のしおり 



 

 以下の地域では、原則として広告物の掲出ができません。 

１．第１種低層住居専用地域 

２． 文化財保護法により指定された区域 

   史跡名勝天然記念物又は特別史跡名勝天然記念物に指定された地域 

木曽川    長塚古墳    久々利のサクライソウ自生地    美濃金山城跡 

３． 高速自動車国道、自動車専用道路の全区間 

４． 道路（高速自動車国道、自動車専用道路を除く）、鉄道、軌道及び索道で知事が指定する区間 

     ・国道２１号 御嵩町堺～東海旅客鉄道太多線との交点 

     ・国道４１号 

     ・国道２４８号 多治見市境～県道土岐可児線との交点 

５．道路及び鉄道等から展望することができる地域で、知事が指定する区域 

     ・高速自動車国道及び自動車専用道路の両側５００メートル未満の区域。 

ただし、用途地域が定められている区域を除く。 

６．都市公園法に規定する都市公園の区域 

７．官公署、学校、図書館、公民館、体育館  

８．交差点、踏切、道路の曲がり角、上り坂の頂上等及びこれらの付近で、交通安全上必要があるとして知事が

指定する地域 

     ・信号機の設置されている交差点 

     ・一般国道又は県道と一般国道または県道との交点 

     ・一般国道又は県道と鉄道との踏切 

     ・上記の交差点・踏切から３０ｍ以内の一般国道又は県道及び上記の道路に歩道、車道の区分のない

道路の両側５ｍ以内の区域（ただし高さが７ｍ以上の屋上広告物を除く） 

 

 

条例で、都市計画法の規定により指定された都市計画区域は、許可地域とされています。 

可児市は全域が都市計画区域ですので、全域が許可地域になります。原則として広告物を掲出しようとする

場合には許可が必要です。 

 

 

１． 共通基準 

① 都市美観又は自然景観に調和し、周囲の環境を損なわないものであること。 

② 汚染し、変色し、又は塗料等のはく離したものでないこと。 

③ 広告を表示しない裏面、側面及び脚部の露出部分は、加工、塗装、その他の装飾をしたものであること。 

④ 蛍光塗料は、使用しないものであること。 

⑤ 電飾設備を有するものにあっては、点滅速度は緩やかなものであって、昼間においても美観風致を損な

わないものであること。 

⑥ 色彩は、美観風致の維持及び公衆に対する危害防止に十分配慮したものであること。 

⑦ 容易に腐朽し、または破損しない構造であること。 

２． 個別基準 

 屋外広告物は、その種類に応じて、表示面積、高さなどの制約があります。野立広告物、屋上広告物、壁面広

告の個別基準は次表のとおりです。 

禁止地域   （広告物の掲出ができない地域） 

許可地域   （広告物を掲出するときに許可が必要な地域） 

許可の基準  （抜すい） 



自家広告物 ・・・ 自己の氏名、名称、店名、商標又は事業・営業の内容を表示するため、自己の住所、事業所、営

業所、作業所に掲出するもの 

案内用広告物 ・・・ 自己の住所、事業所、営業所又は作業所を知らせるため、その付近に掲出するもの 

許可地域内の「知事が指定する区域」の「用途地域外」及び「禁止地域」に掲出する場合は、

次の３つとも満たすこと。 

① 施設、事業所等への案内誘導を目的とするものであること 

② 表示内容は名称、方向、距離等の案内誘導を行うのに必要最小限の事項を表示するも

のであること 

③ 動光、点滅照明、ネオンその他これらに類するものを使用しないこと 

道標等 ・・・ 道標、案内図板その他公衆の利便に供する広告物 

※ 堅固な建築物に掲示する場合は面積制限・個数制限なし 

「知事が指定する区域」とは、次の道路、鉄道から展望することができる両側１，０００ｍ以内の区域です。 

 国道２１号  国道４１号  国道２４８号  ＪＲ太多線  名鉄広見線 

 県道土岐可児線（土岐市境～可児金山線との交点） 

 県道多治見白川線（土岐可児線との交点～花フェスタ記念公園東入口） 

 東海環状自動車道（ただし禁止地域等を除く） 

 広告物の種類 
知事が指定する区域 

左の区域外 
用途地域外 用途地域内 

許

可

地

域 

野立 

広告物 

自家広告物 
≪表示面積≫ １個５０㎡以下 

≪高さ≫ １５ｍ以下 

案内用広告物 

道標等 

≪表示面積≫  

 １面４㎡以下合計８㎡以下 

集合看板  

１面２０㎡以下合計４０㎡以下 

≪高さ≫ ５ｍ以下 

≪表示面積≫  

 １面２０㎡以下合計４０㎡以下 

≪高さ≫   

 広告塔 ・・・ １５ｍ以下 

 その他 ・・・ １０ｍ以下 

その他広告物 

≪表示面積≫  

 １面２０㎡以下合計４０㎡以下 

≪高さ≫  

 広告塔 ・・・ １５ｍ以下 

 その他 ・・・ １０ｍ以下 

≪路線からの距離≫ ３０ｍ以上 

≪広告物相互距離≫ ５０ｍ以上 

高速道路の両側５００ｍ以上 

１０００ｍ以内の区域は 

３００ｍ以上 

≪表示面積≫  

 １面２０㎡以下合計４０㎡以下 

≪高さ≫  

 広告塔 ・・・ １５ｍ以下 

 その他 ・・・ １０ｍ以下 

屋上広告物 
≪個数≫ １つの建築物につき１個 （※）  

≪表示面積≫ ２０㎡以下 （※）  

≪高さ≫ 地表から広告物掲出箇所までの高さの２／３以下 

壁面広告物 

≪表示面積≫ 以下の２つともを満たすこと 

 ・ １個３０㎡以下 （※）  

 ・ 同一壁面に掲出される表示面積の合計がその同一壁面面積の１／２以

下 

禁
止
地
域 

野立 

広告物 
 

屋上 

広告物 
 

壁面 

広告物 

自家広告物 
≪表示面積≫ １事業所あたり合計５０㎡以下 

≪その他の基準≫ 広告物の種類に応じて許可地域の基準を満たすこと 

案内用広告物 

道標等 

≪表示面積≫ １面２㎡以下合計４㎡以下 

          （集合看板 １面１０㎡以下合計２０㎡以下） 

≪高さ≫ 野立広告物のみ５ｍ以下 

≪その他の基準≫ 広告物の種類に応じて許可地域の基準を満たすこと 

その他広告物 掲出不可 



 

 屋外広告物を設置する場合で許可が必要な場合は、次の流れに沿って許可の申請をして下さい。許可を受け

た広告物には、許可の際に交付される許可済証（シール）を添付しなければなりません。 

 

     許可申請書の提出 

 

     許可申請手数料の納付 

 

     許可証 ・ 許可済証送付 

 

     設置 ・ 許可済証表示 

         許可満了３０日以上前 

   更新申請書の提出        改造・移転・許可済証表示 

 

   更新申請手数料の納付     許可証・許可済証送付 

 

   許可証 ・ 許可済証送付    変更申請手数料の納付 

 

   許可済証表示           変更許可申請書の提出 

           除却後７日以内  

     屋外広告物（移転・除却）届提出 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※広告物が堅固な構造のもので堅固な建築物を利用する場合のみ 

許可期間２年または３年が選択できます。 

 

 

 

広告物の種類 区分 許可期間 手数料 

野立広告 

屋上広告 

突出広告 

壁面広告   

（※） 

照明付きの場合 

表示面積 5㎡につき 

1年 1,200円 

2年 2,090円 

3年（新規のみ） 3,080円 

照明なしの場合 

表示面積 5㎡につき  

1年 900円 

2年 1,520円 

3年（新規のみ） 2,240円 

立看板 1枚につき 

2 ヶ月以内 

200円 

はり紙 100枚につき 400円 

はり札 1枚につき 80円 

広告幕及び広告網 1枚につき 300円 

アドバルーン 1個につき 600円 

電柱又は街灯柱を 

利用する広告物 
1個につき 1年 300円 

その他の広告物 1個につき 1年 300円 

許可申請の手続き 

提出書類 （新規） 

１、 屋外広告物許可申請書  

２、 添付書類 ①位置図 （野立広告物については、道

路、鉄道等からの距離を明示すること） 

② 形状、寸法及び構造に関する仕様書 

③ 構造図 

④ 彩色広告面模写図 

⑤ 建築物を利用する広告物にあっては、

建築物の構造図及び立面図 

提出書類 （更新） 

１、 屋外広告物許可期間更新申請書   

２、 当該広告物等のカラー写真 

提出書類 （変更） 

１、 屋外広告物変更許可申請書  

２、 屋外広告物許可申請書に添えた

書類のうち変更を要する書類 

・ 自家広告物で１事業所あ

たり合計１０㎡以下のもの 

 

・ 道標等で２㎡以下のもの 

 

・ 管理上の必要により自己

の管理する土地又は物件

に掲出する管理用広告物

で２㎡以下のもの 

 

お問い合わせ・書類提出先  

可児市役所  建設部  都市計画課   

 〒509－0292 岐阜県可児市広見一丁目１番地  

 TEL 0574－62－1111  

許可申請が不要な場合 


